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通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2018年５月11日に公表した2019年３月期の通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

                     記 

１．営業外費用の計上 

事業提携を目論んでいる医療法人に対する病院の運営資金として融資した貸付金について貸倒損失に備

えるため、当2019年３月期において貸倒引当金243百万円を営業外費用に計上すること致しました。これ

により連結経常利益が271百万円になりました。 

 

２．特別利益の計上 

賃貸用固定資産の売却譲渡時に見込んでいたテナント立ち退き費用が軽微となったこと等により固定

資産譲渡益が想定額より298百万円増加いたしました。 

 

３．2019年３月期通期 業績予想との差異 

（2018年４月１日～2019年３月31日）                  (百万円未満は切捨) 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り

連結当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

10,740 

百万円

540

百万円

420

百万円 

440 

円 銭

19.56

今 回 実 績 （ Ｂ ） 9,723 542 271 598 26.60

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,017 2 △149 158 

増 減 率（ ％ ） △9.5 0.4 △35.5 35.9 

（ご参考）前期実績 

（20 1 8 年３月期） 
11,119 24 △504 △683 △30.37

 

４．差異の理由 

財務健全性の見地から貸倒引当金(営業外費用)243 百万円計上することと致しました。これにより連結経

常利益を押し下げることとなりました。 

一方、固定資産譲渡益（特別利益）があって、親会社に帰属する当期純利益の実績値を押し上げること

となりました。 

以 上 


